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はじめに

　
　
　
は
じ
め
に

　
二
〇
一
六
年
は
高
麗
郡
が
建
郡
さ
れ
て
一
三
〇
〇
年
を
迎
え
た
記
念
の
年
で
、
日
高
市
で
は
官
民
を
挙
げ
て
様
々
な
記
念
事
業
が
実
施

さ
れ
た
。
高
麗
郡
建
郡
の
歴
史
的
意
義
を
追
究
す
る
た
め
に
、
二
〇
一
三
年
に
「
高
麗
浪
漫
学
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
会
で
は
二
〇
一
三

年
の
高
麗
郡
建
郡
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
高
麗
郡
公
開
歴
史
講
座
を
定
期
的
に
開
催
し
て
き
た
。
二
〇
一
七
年
に
、
国

内
だ
け
で
な
く
朝
鮮
半
島
の
研
究
者
と
も
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
渡
来
文
化
の
研
究
領
域
を
広
め
る
こ
と
を
念
頭
に
、「
日
本
高
麗
浪
漫

学
会
」
と
名
称
を
変
更
し
た
。
二
〇
一
八
年
度
か
ら
は
、
優
れ
た
渡
来
文
化
研
究
と
そ
の
啓
発
と
普
及
に
大
き
く
寄
与
し
た
業
績
に
対
し

て
「
日
本
高
麗
浪
漫
学
会
　
高
麗
澄
雄
記
念
　
渡
来
文
化
大
賞
」
の
受
賞
が
開
始
さ
れ
た
。

　
高
麗
郡
建
郡
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
古
代
高
麗
・
入
間
郡
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
も
と
に
、
集
落
の
変
遷
や
動
態
、
高
麗
郡
の

古
代
寺
院
、
各
遺
跡
か
ら
の
出
土
遺
物
か
ら
高
麗
郡
の
開
発
、
高
麗
郡
の
郡
家
な
ど
、
高
麗
郡
建
郡
の
実
態
を
追
究
し
て
き
た
。
ま
た
、

百
済
郡
、
新
羅
郡
、
渤
海
国
を
主
題
に
据
え
て
、
渡
来
人
の
動
向
、
高
麗
郡
と
の
関
係
性
な
ど
を
研
究
し
て
き
た
。
高
麗
郡
公
開
歴
史

講
座
で
は
東
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
、「
東
ア
ジ
ア
と
の
交
流
」、「
移
民
・
帰
化
・
渡
来
人
」、「
広
開
土
王
碑
」、「
古
墳
の
壁

画
」、「
白
村
江
の
戦
い
」
な
ど
多
義
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
日
本
高
麗
浪
漫
学
会
の
目
的
で
あ

る
、
高
麗
郡
建
郡
の
歴
史
的
意
義
を
追
究
す
る
こ
と
を
実
践
し
て
き
た
と
い
え
る
。

　
高
麗
郡
建
郡
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
高
麗
郡
公
開
歴
史
講
座
な
ど
の
成
果
を
基
礎
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
に
古
代
渡
来
文
化
研
究
シ
リ

ー
ズ
の
第
一
巻
『
古
代
高
麗
郡
の
建
郡
と
東
ア
ジ
ア
』
を
刊
行
し
た
。
そ
の
後
、「
百
済
郡
と
高
麗
郡
の
成
立
と
渡
来
系
移
民
」、「
新
羅
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人
と
高
麗
人
」、「
古
代
渤
海
国
と
日
本
」
を
テ
ー
マ
に
据
え
、
第
四
巻
ま
で
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
が
続
い
た
。
古
代
渡
来
文
化
研
究
シ
リ
ー

ズ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
一
冊
の
研
究
書
に
文
献
史
学
と
考
古
学
の
視
点
か
ら
の
論
考
が
共
載
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
会

の
研
究
員
が
、
文
献
史
学
、
考
古
学
の
研
究
者
で
構
成
さ
れ
、
共
同
で
活
動
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

　
二
〇
二
三
年
は
日
本
高
麗
浪
漫
学
会
設
立
十
周
年
に
あ
た
り
、
本
会
に
お
け
る
十
年
の
研
究
成
果
を
総
括
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
文
献

史
学
と
考
古
学
の
研
究
員
が
登
壇
し
て
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
一
回
目
は
文
献
史
学
か
ら
「
高
句
麗
か
ら
渡
来
し
た

人
々
」
を
、
二
回
目
は
考
古
学
か
ら
「
高
麗
郡
建
郡
の
実
態
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
本
書
は
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
と
高
麗
郡
公
開
歴
史
講
座
で
発
表
さ
れ
た
講
演
内
容
を
ベ
ー
ス
に
、
第
一
部
「
韓
半
島
と
東
国
の
渡

来
人
」、
第
二
部
「
渡
来
系
移
民
の
動
向
」
を
設
定
し
、
対
象
と
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
は
古
代
高
麗
郡
・
武
蔵
国
か
ら
東
ア
ジ
ア
と
広
範
囲

に
わ
た
っ
た
論
考
を
収
録
し
た
。
高
麗
郡
・
高
麗
系
渡
来
人
研
究
の
現
在
地
と
、
韓
半
島
と
の
具
体
的
な
関
係
性
が
多
角
的
に
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
今
後
の
高
麗
郡
建
郡
に
関
す
る
研
究
の
新
た
な
方
向
性
を
指
し
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
高
麗
浪
漫
学
会
　
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤 

恭
朗


